
用途分野

• 光遺伝子治療（薬）を提供
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新技術の概要

小型ビフェニル型光増感剤が結合したアンチセンス核酸により
mRNA上のグアノシンの位置選択的な光酸化を可能とした

・小型ビフェニル型光増感剤は、分子サイズが小さいため、アンチセンス核酸
の二重らせんの主溝に配置することができ、近接効果によって、mRNA上の
特定のグアノシンの位置選択的光酸化が可能

・小型ビフェニル型光増感剤結合アンチセンス核酸は、化学合成的に構造改変
が可能であり、mRNAから翻訳されるタンパク質の機能改変（分解酵素耐性
付与、細胞膜透過性付与など）が可能

・光照射時のみ活性になりmRNAのノックダウンを時空間的に制御できるため、
オフターゲット抑制が可能
⇒ 光遺伝子治療（薬）を提供

小型ビフェニル型光増感剤結合アンチセンス核酸
により、mRNAのノックダウンを
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に制御することができる
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